
本邦各地産のヒパ材精油について

藤 1+1 信夫(1)

緒冨

ヒバ (Thujoかis dolab問ta S. et Z.) はわが国の特産でP 耐朽性の大きいことと若干析の多いことで重

要な樹種の一つに数えられ，建築用材3 土木j司材などとして利用されていることは，すでに川知のことで

あるが，その材の1m3向性に関係があると考えられる精油成分については， 大正のはじめごうから矢野1) , 

内旧丸 )1[1、刊氏等によってかなり詳湘に liJI 究が行われている c

ことに川村氏の研究以後，向精油利用の途が開力、れているがp 一般にヒパと称されているものには現在

2 種類があることが知られている。すなわち，その一つはヒノキアスナロとし、う和市のある ThujofJsis

dolab叩ta var. Hondai Ma，~i向。であり，イ山は単lこアスナロと称せられる T. dolabrata S. et Z. である。

上記の精llDIt\:分研究文献中 p 矢野氏のものは産地が|旧日されていないのでしばらくおくとして p 他の両

氏のものは青森県産であって p ヒノキアスナロと考えられる。したがって，粘lì由の採取ならびにその利用

を考えるトーにおいて，はたしてヒノキアスナロ，アスナロ I，r.j種とも同一に使月J しうるか否か，換言すれば

両種の精油含有量あるいは精油成分が近似のものかを明らかにしておく必要があると考え.またひとしく

ヒバと称されるものの中に俗に拾(あて)といわれるものも二，三の区別があること，さらにまた精油の

主成分の一つである Sesquiteゆene のイ七学Wi:ii主について，内田 p 川村両氏においては三環性と報告されて

いるのに文J し，最近小1限，福士両氏。によって二以性と報;lfされているので，はたして材料illGiここれら両

種の Sesquiteゆene が採油原料を異にするためにえられるものであるかJ などのことも|明かにしたいと思

いヒバのヨ脊する地方の蛍林局，署および県庁などにMt料材の寄贈を乞い，できるかぎり資料をあつめp

上司の点について実換を行っているが，今までにえられた結果の概略をとりまとめてここに報告すること

としTこコ

実験の部

A. 試料

この試験に使!日したヒバ材の生産地寄問者および種煩は次のようであるョ

アスナロ T. dolabrata S. et Z. 

長野県西筑摩郡上松町小川入国有林 221 (長野営材局上松給付:磐〉

ヒノキアスナロ T. dolabrata var. Hondai Makino 

石川果鳳王宮ß三井村 (石川県庁林務課〉

(1) マアテ(三井村仲)

(2¥ カナアテ 〔三井村納屋〕

(3) グサアテ (三.Jjヰ、[kVJ屋〉

(1) 総務前庶務課長，元林産化学部!j:Jj)i'，j(林産第一研賓室長
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実験方法およびその結果B. 

前記各地より伐採して後直ちに送付を受けp 到着とともに村をチップとしp 硝子器具を)-fJ l 、て水蒸気蒸

jR1を行L、精油をえたり特にf尚子容器を使用したのは金属製11

生材に対するブエ/~ル性成分が~~~i)これと反応して，酸f却の測定などの正確をlt月しえないためである

精油の収量および比重，屈折半，酸仰の諦恒数は Tabl E' 1 に示すごとくであるの
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ヒ，材は辺材に相当する部分にはr前IUの含有量きTable 2. 

0.05% 以下の収量をあぐるにすぎなわめてi尽く p

いまた，料1IUの色調は採rrlrの時F 稲山時すでに着

しばらく放置することによって色しているものと p

着色度を増加lするものとがある。表中の色制は試斜

がi製後約 1 週間を縦たものを示している。
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で J品目する部分が主lfi.j分であるのでこれを分取し，

おのおの比重，屈折半を測定し，分子屈折を計算し
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て Table 2 をえた。

なお比較のため前述諸氏の結果をかかげるつ
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またp 青森県北tl1軽郡中里町(中里営林署)国有材内にあった，伐J采後長年月地中に放置してあっ‘て外

f引の辺材 1\1\が関門してほとんど失われた伐恨を.lfJlIl!し腐朽部分を除いた古俣柄、から採liu しこの精ìllJ~*，J

5 カ年間硝子瓶中に密封保存したものp および前記中里営林署におし、て戦時中同種の古伐根を掘出して乾

j慢したヒバ根乾溜llu rlゴの精油(;iS分からえた Sesquiteゆene i国分はそれぞれ次のような結果を与えたコ
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以上の結'*から今|日|各地からえた新鮮な材料から直ちに採山した精(illrlコの Sesquiteゆene の主成分は，

0.9325 1.5083 65.26 古恨株水蒸気蒸淑

0.9315 1.5103 65.75 古根株乾溜

内凹， )11村両氏の研一究のごとく三際性 Sesquiterþe目立が主であって，古根株の乾溜泊中にあるものは二環

性にilî:\，、と推定される

ついで上記のおのおのの Sesquiterþene を常法に従い，試料の約半量に相当する硫黄を加えて加熱し，

2000C に的 2 時間， 200~250" C に 30 分間保j:!y した後， i'戊庄蒸溜し，金属ナトリウム上に丙i留し， 1沼出

物に少量のアノL コ{ノL およびピクリン酸を加えてピクレートを造ったところ p 上記中でこのピクレ{トを

与えたものは収量はきわめて少なかったが，僅かに古根株の乾j密泊からえたもののみであって，他はこと

ごとくピクレートの生成をみないコこのことは川村氏の報告と一致する。乾i溜llbからの Sesqulteゆ~ne 潟

分の硫黄による)]見7.K素生成物がカダリンであることは上司ピクレートをアルコ{んから再結晶したところ

日~点 114~ 1l5'C を示し，カダリンぜクレ{トと混hiiJ!しでも融点の降ドなしカダリンであることが証明

されたの。

す iなわち，乾溜池rl'の Sesquiteゆene 泊分が二環'1笠 Sesquiteゆene に&化していることを示しているコ

ヒバ材精泊中の Sesquiteゆene 溜分が酸化力を示すことは，すでに報告ーされているが，上記各種の試料の

rl'で，この性質の欠如l しているのはrm'，ピ乾溜池からえたものだ;ずであって，他はことごとく酸化力を示し

ている ι しかし，古根株からえk蒸気蒸溜でえたものの Sesquiteゆene 溜分は酸化力が微弱であったc

等しくヒパ材よりえた精仙の Sesquiteゆene でも二磁性と准定されるものにこの性質のないことも小

幡p 福士両氏の報告されたところである。

C. 結果の者察

試料僅かに一例しかえられなかったので，もちろん断定はなしえないがp アスナロ材がヒノキアスナロ

に比較して精油の収量に伶設の差のあることと，その精油の酸闘の低いことが注目に{直し，この事実は，ア

スロ材の耐朽性と密接な関係があるものと控定されJ 材の色もヒノキアスナロに比較して黄色が少なし

むしろヒノキに近い。石川県においてアテと称、せられているヒパ対は，その系統はヒノキアスナロ系であ

ると従来から称せられていたので興味をもっていたがJ 精油の収量貫主価その他からもこの説が妥当のよう

に考えられる。
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ヒノキアスナロ材のn%llÌlィ土産地によって収11[J量，険 f， nj，精11Ì1の色fV ，ll~守;に多少のだはがめられるが大差は

なく，製lIÚ/fi(判としてはもちろん同機に使JlJしうることを知った:)*1IÌIにあたっ-c;二L\~ すべきは目立{:Iijであ

って，新鮮材より直ちにJ.K蒸気蒸沼によって採油したものは20~3Jの間にあるがp 鋭馬等としてから， 時

日つを経氾して蒸溜したものl 土中lI ~i低下するのであるコこの点文:i~k~)お)はともに釘府、を使用しており， 今

lifJのものよりかなり低い値となっている、したがって，採沿はなるべく新鮮付を山ーちに使用すべきである c

Table 2 に明らかなように，新鮮付からえたものの Sesquiteゆ~í1:! は，はとんど三段性 Sesquiterþme

を主成分とし，すくなくとも上~fl~fきなのもののうちには二館内 Ses卯iter戸f!1te の存在は訳めがたいが，伐

恨の久しく JU!rHこあったものからえた桁lilI もしくはモの根株の乾ìf;'ì l!ur[Jには，三f;，:t'l: Sesquiterþene のÆ

化によって tl'成しつつある ζf仕官されるものが存在することを示しているつ この三}~WI‘ S:Jsquiteゆene

(thujoþs :Jn) がし、かなるぽ115のもとに二n;WI: S;squiterρene に移行するカ」主， ただにさfll\l i'l 'jに興味があ

るばかりでなく， この thujopsen の間化恨のある点、とともにτ、精llU利mの|にτ〔立さな問題であるが，こ

れは今後の iiij究にまつものである J

要約

アスナロはヒノキアスナロお土びその系統に比較して精油の合有量がきわめて少なしはぽ後者の 1/10

にすぎないり

ヒノキアス十ロは産地を:ÝL~にしても，大H'同様に籾llUの原料として使fIJできるーその 111118量は犬よそ生

材に対して O. 7~1~込であるコ

アスナロのねì'IlJの自宅聞は 6.8. ヒノキアス十ロのrmllIの酸如Iiは 20~30 である。

アテはヒノキアスナロ系と称せられているが，精仙の含有量:カらもこの見解は妥当のようである。

ここに使Jげしたアスナロ，ヒノキアス十ロ J 土 p ともにその Sesquiterρell~ は Thujoμ仰を主成5t とし

ており，新鮮材・の精{山中には二段性 SesquiteゆJne は認められなかったc

本実験にあたり，試料について有益な御助言?を賜わった当場青森支場農林技宵村井三郎氏，コド場主主林部

H(ïLJ~{iJf究室長主主林投官林慨然IC 貴重な試制を多量に寄附せられたníI記各営林局， 1日 1;{;努，各県庁， M0t: 

に疑問をいただいた小川首料株式会ト 1:T1Ul支店の方々の各位に厚く御礼申し上げる また原料蒸穏にあた

り終ftfì'DJJ力された助手須川金之助n:の労を特記して感謝の立を式ーする

1:¥.1' iiiJ 

本実験終了後，著者の質問について，文H~仏J) に{~)-j J された1'i'i ì山は青森llliで高砂香料株式会ìt より脱酸し

た精(IÙを入手せられ，若干菱化してたと考られる飽きの御回答をょせられた，北海道大学農芸化学科農産

製造学室の福士俊一氏こ御礼申上げるつ
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Nobuo FnI'l'A: 011 the Essel1tial Oil of Thujoρsis Species Grown 

on Several Prefectural Districts J apan. 
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The auther has investigated the essential oil content of Thujo�sis specie~弓

(Thujoρsis dolabrata S. et Z. and Thujoρsis dolabrata var. Hondai Makino) 

and the sesqLlitεrpène in these essential oils producecl in several pref己ctural

districts in J apan. 

Thujoρsis dolabrata S. et Z. gave v己ry 5mall quantity of ess巴ntial oil (Ca 

0.1%) , while ab:mt 0.7 、1.0 per c鈩t was ob~aind from Thujoρsis dolabrata 

var , Hondai Makino. The sesquiterp己11e in tl1ese essential oil笛 consisted of 

tricyclic らesquiterpene (lhujopsen) ancl sesquiterpene of bicyclic type was not 

detected. 


